
G０４－０１

研 究 報 告 第４１６号

科学的な思考力を育成する学びの連続性についての調査研究

平成２７年３月

千葉県総合教育センター



序

現行学習指導要領において，「思考力・判断力・表現力」の育成が重視されています。

科学における思考力は，自然の事物現象の中から疑問を見出し，探究の方法を計画し，観

察実験の結果から考察し，わかったことを表現するまでの一連の活動の中で育成されてい

きます。この活動を繰り返して体験させることが科学的な思考力を育成するには重要であ

り，校種間の円滑な接続が求められます。さらには，科学的な思考力を育成することが，

実生活や実社会での「生きる力」の育成にもつながります。

さて，平成２７年２月に，平成２４年度実施の小学校学習指導要領実施状況調査の結果

が公表されました。理科では，比較対象の設定や条件を制御することや，事象の変化を要

因と結び付けて的確に表現すること等に課題が見られるとの結果でした。これは，まさに

科学的な思考力・表現力の育成に係わる内容であり，各学校で，どのように育成すれば良

いのか模索している現状が伺えます。

本報告書は，科学的な思考力を校種間の円滑な接続のもと，効果的に育成するための方

策を明らかにするために取り組んできた３年間の調査研究をまとめたものです。小学校・

中学校・高等学校のそれぞれで，系統性を意図した理科指導が実施されるには，どのよう

にしたらよいのか研究を進めてきました。本調査研究により，小・中・高等学校を見通し

た理科学習を充実させる一助になればと願っております。

最後になりますが，本調査研究を進めるにあたり，高度な専門的知識と見識を持ち，懇

切丁寧に御指導をいただいた埼玉大学准教授小倉康様をはじめ，御協力いただいた学校，

研究協力員の皆様並びに関係諸機関の皆様に，心より感謝申し上げます。

平成２７年３月

千葉県総合教育センター所長 百瀬 明宏
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科学的な思考力を育成する学びの連続性についての調査研究

１ 主題設定の理由

学習指導要領教育課程編成の一般方針に「基礎的・基本的な知識及び技能を確実に

習得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力そ

の他の能力をはぐくむ」と記され，教育活動全体で「生きる力」をはぐくむための思

考力・判断力・表現力の育成が求められている。理科の改善の基本方針にも「科学的

な思考力・表現力の育成を図る観点から，（中略）観察・実験の結果を整理し考察する

学習活動，科学的な概念を使用して考えたり説明したりする学習活動，探究的な学習

活動を充実する」と示され，科学的な思考力の育成は重要な教育課題である。同じく

改善の基本方針に「科学的な概念の理解など基礎的・基本的な知識・技能の確実な定

着を図る観点から，『エネルギー』『粒子』『生命』『地球』などの科学の基本的な見方

や概念を柱として，理科の内容の構造化を図る」とされ，小学校から中学校，高等学

校までの学習内容の系統性の確保が図られた。これらのことから理科においては，学

習内容の系統性を重視し，科学的な思考力を積み上げる指導が必要である。

TIMSS2007・2011及び平成24年度全国学力・学習状況調査からは，校種が移行するに

つれて児童生徒の理科に対する意識が変化している傾向が見られた。このことからも，

小・中・高等学校へと校種間の円滑な接続を意図した連続的な指導が必要である。科

学的な思考力を連続的に育成することは，一人一人の科学的リテラシーを高めること

にもつながり，実生活や実社会で活用できる「生きる力」の育成にもつながる。本調

査研究を通して，系統性を意図した科学的な思考力について明らかにするとともに，

校種間の円滑な接続を図るための指導方法を提示し，科学的な思考力を効果的に育成

したいと考え，本主題を設定する。

２ 研究目標

科学的な思考力の系統を明らかにするとともに，小・中・高等学校間の円滑な接

続を図り，科学的な思考力を育成するための指導方法についての調査研究を行う。

３ 研究計画

平成24年度 ① 科学的な思考力についての研究

（１年目） ② 理科に関する実態調査と分析

平成25年度 ① 系統性を意図して科学的な思考力を育成する指導方法の研究

（２年目） ② 研究協力員による検証授業の実施及び分析

③ 校種間の連携についての検討と提案

平成26年度 ① 科学的な思考力を育成する授業実践の工夫改善及び評価分析

（３年目） ② 科学的な思考力の系統性を意図した学びの連続性についての提言

③ 報告書の作成
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４ 研究の経過

時 期 内 容

平 ４月～５月 ○研究計画立案

成 ４月～ ○科学的な思考力についての基礎研究

24 ９月～11月 ○実態調査（教員の理科学習に関するアンケート調査）

年 11月～ ○実態調査の結果分析

度 ○研究のまとめ

４月～５月 ○研究計画立案

平 ６月 ○講師・研究協力員委嘱，第１回研究協力員会議

成 ６月 ○研究計画及び内容の検討，テーマについての講話

25 ８月 ○第２回研究協力員会議

年 10月・11月 ○検証授業の実施，分析 ・系統表の作成，検討

度 １月 ○第３回研究協力員会議

○研究のまとめ

４月～５月 ○研究計画立案

平 ５月 ○講師・研究協力員委嘱，第１回研究協力員会議

成 ５月～ ○系統表の作成，検討

26 ９月 ○第２回研究協力員会議

年 ９月～11月 ○検証授業の実施，分析

度 12月 ○第３回研究協力員会議

○研究のまとめ，報告書の作成

５ 研究の概要

(1) 科学的な思考力について

千葉県の「思考し，表現する力」を高める実践モデルプログラム（以下「実

践モデルプログラム」とする。）において，「実践モデルプログラムは，『見出す』

『調べる』『深める』『まとめあげる』の４つの学習プロセスから構成される。

この一連の学習プロセスを通して児童生徒の思考力・判断力・表現力等が高ま

る。」としている。本研究では「科学的な思考力」をこの学習プロセスにあては

め，次のようにとらえることとする。

Ａ 科学的な疑問を認識する能力（見出す力）

Ｂ 探究の方法を計画し，探究する能力（調べる力）

Ｃ 探究の結果を記述・説明・考察する能力（深める力）

Ｄ 科学的な証拠に基づいて解釈し結論づけることと伝え合う能力（まとめあげる力）

また，平成19年度総合教育センター研究報告366号において「理科において『論

理的思考力』を高めるためには，問題解決的な学習を通して問題解決の道筋を

繰り返し体験することを基本とする」と記されている。また，課題として「授

業場面では個人差があり，思考がストップしてしまう生徒も少なくない。今回,
教師の働きかけや友達との意見交換，自分の考えを文章化するなどの方策を取
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り入れたことが，生徒一人一人の思考を深めるのに有効に作用した」とある。

このことから，問題解決的な学習の学習過程を連続的に積み重ねて指導して

いくことが必要であ

る。またその学習過

程において，自らの

考えを表出させる工

夫と自他の考えを出

し合い関連付けたり

深めたり発展させた

りするコミュニケー

ション活動（双方向

による情報交換）や

文章化の方法など具

体的な指導方法を工

夫する。その連続的

な繰り返しにより科

学的な思考力が高ま

ると考える（図１）。

(2) 実態調査から

平成24年度に県内サテライト研究員及び10年経験者研修生に理科に関する実

態調査を行った結果，次のような課題が挙げられた。

・児童生徒に科学的な思考力は十分身について

いないと感じている（図２）。

・小・中・高等学校で学習内容の系統性を意図

した指導が不十分である。

・校種が進むにつれ問題解決的な学習や観察，

実験等の実習が不十分である。

・校内及び校種間の連携は不十分である。

・教員の多くが科学的な思考力を育成するため

には校種間の連携が必要であると感じている

（図３）。

以上のことから，科学的な思考力を育成する

具体的な指導方法について研究をする。また，

校種間の円滑な接続について具体的な方策につ

いて提案する。そして，研究協力員による検証

授業を実施し分析をする。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等学校

中学校

小学校

必要である

必要ではない

図３ 科学的思考力を育成する上で校種間

の連携が必要か

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等学校

中学校

小学校

十分についている

おおむねついている

あまりついていない

ついていない

図２ 児童生徒に科学的思考力が身につい

ていると思うか

図１ 科学的な思考力の育成
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(3) 研究構造

平成23，24年に出された国立教育政策研究所教育課程研究センター「評価規

準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」での「科学的な思考・表

現」の評価の観点及びその趣旨は，小・中・高等学校で互いに関連している。

したがって，科学的な思考力の育成については，小・中・高等学校の系統性

を意図する必要があると考える。また，学習指導要領に，その学年や校種で中

心的に育成する問題解決の能力が示されている。下の学年や校種の能力は上の

学年や校種の基礎となるものであることを重視し，連続的に指導を積み重ねる

ことが，円滑な接続につながる。そのために，各学年・各校種で系統性を意図

した連続した指導が不可欠である。

これらの「科学的な思考・表現」の評価の観点の趣旨を千葉県の「実践モデ

ルプログラム」の学習プロセスにあてはめた。

本研究では，

○科学的な思考力高めるための系統性を意図した指導方法

○校種間の円滑な接続のための，小・中・高等学校で共通の尺度を用いての

連続した思考力を育成

の２つの方策により，小・中・高等学校の10年間の理科学習で科学的な思考力

を効果的に育成することができると考える。これは，実社会・実生活で活用で

きる「生きる力」の育成につながるものである（図４）。

図４ 科学的な思考力を育成する学びの連続性（構造図）
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(4) 科学的な探究能力について

科学的な思考力を育成するための理科学習において，探究学習の過程を重視す

ることは，従前から指摘されている。これは，科学的な思考力を育成するために

は「探究学習の過程」を取り入れた授業を実施するだけでよい，ということには

結びつかない。本研究では，児童生徒の科学的な思考力を育成するために，身に

付けさせるべき能力は，どのようなものなのかを具体的に示す必要があると考え

る。

平成22年３月に国立教育政策研究所から出された「科学的リテラシーを向上さ

せる優れた理科授業に関する教師用ビデオ教材の開発」で科学的リテラシーを育

成する理科授業を計画したり評価する際に，それをとらえるための具体的な観点

を与える枠組みとして「科学的リテラシーを育成する授業構成観点」が提案され

た。この中で，身につける科学的知識として，「科学の各領域の知識・理解」と

「領域横断的な科学に関する知識・理解」を示した。「『領域横断的な科学に関

する知識・理解』をいわゆる，『科学とは何か』に対する理解である。」として，

「例えば『条件制御』を科学的思考力と捉えて（中略），まず『条件制御とは何

か』に対する理解が前提であり，その知識を科学的探究の状況に適応できて，初

めて科学的思考力として機能できるという意味で，『知識・理解』として位置づ

けている事である。科学的思考力を発揮するためには，科学的思考に関する知識

・理解が必要である。」と記している。

本研究では，小・中・高等学校の全体を見通した科学的な思考力を身につける

ための要素として１７の「科学的な探究能力」を設定した。この「科学的な探究

能力」を科学に関する知識・理解として扱い，探究活動の中で繰り返し活用させ

ること科学的な思考力を育成する授業を実施する。これにより，より意図的に指

導することができると考える。また，「科学的な探究能力」を各校種の理科学習

に取り入れることで，科学的な思考力の育成における系統性を確保できると考え

る。

科学的な探究能力（科学的な思考力を身に付けさせるための要素）

○科学に関する知識・理解として，理科学習の児童生徒の主体的な探究活動

の過程の中で身につけさせていく。

⇒学習活動の中で「科学的な探究能力」を意識することで，科学的な思考

力を高める具体的な手立てを的確に行うことができる。

⇒「科学的な探究能力」を科学に関する知識・理解としてとらえることで，

学習内容がより明確になる。

○物化生地等の領域によらず，また，小・中・高等学校で共通してとらえる

ことができるもの。
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表１ １７の「科学的な探究能力」
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(5) 到達基準の設定について

小・中・高等学校の円滑な接続を図ることは，改訂の要点に「接続に配慮する」

と示されており，学習内容だけではなく，科学的に探究する能力と態度の伸長を

図る観点からも重要である。

本研究では，４つの科学的な思考力のそれぞれに８段階の到達基準を設けた。

本研究で提案する到達基準は，小・中・高等学校を見通したものであり，小学校

でLevel①～④，中学校でLevel⑤・⑥，高等学校でLevel⑦・⑧を目安とした。

この到達基準によって，小学校卒業時にLevel④に到達するように指導する。こ

れを受けて中学校では，Level⑤を授業のねらいとして指導を始めることができ

る。同様に，中学校卒業時にLevel⑥に到達するように指導することで，高等学

校での理科学習に接続することができる。すなわち，学習内容については科学の

基本的な見方や概念を柱として，内容の構造化が図られ，学習指導要領にそれぞ

れの校種・学年での学習内容が明示されている。この理科の内容と同じように，

科学的な思考力においても「到達基準」を設定することで，それぞれの校種・学

年で育成すべき科学的な思考力が明らかになり，校種間の円滑な接続が図られ，

連続した科学的な思考力の育成につながると考える。

また，到達基準を活用して，育成すべき科学的な思考力について目安をもった

指導を行うことができるようになる。

(6) 科学的な思考力を高める授業について

①学びの連続性を意図した授業

「実践モデルプログラム」の「見出す」「調べる」「深める」「まとめあげる」

の学習プロセスを基本とする。この４つの学習プロセスは一連の学習の流れの中

で行われるものであり，互いに関連しあっている。結果を考察した後で実験を再

度行うなど，戻る流れも考えられる。授業のねらいに応じて重点的に指導する学

表２ 到達基準の例
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習プロセスを設定する。また，１つの授業の中にすべてのプロセスを当てはめる

のではなく単元全体に位置付ける場合もある。

この一連の学習プロセスを通した授業に「到達基準」を思考力育成における目

標として設定する（Level①～⑧）。それぞれの授業で育成すべき科学的な思考

力が明らかになり，卒業時に到達すべき基準を目安にすることで，科学的な思考

力の育成においても円滑に学年間・校種間の接続ができるようになる。

意図的に科学的な思考力を育成するために設定した１７の「科学的な探究能力」

を各学習プロセスに配置した。これは，「科学的な探究能力」を指導する場を固

定的に捉えるものではない。それぞれの学習プロセスは互いに関連していること

から，様々な学習プロセスの中で指導が行われると考える。

科学的な思考力の育成では，個人で思考を練り上げていくとともに，仲間と協

働的な学びの中で分かったことを交換し合い，統合し合う中で，思考を深化させ

ていく。そして，科学的な思考力は，日常生活での実体験や事物・現象及び様々

な情報に触れる中で疑問を見出し，思考したものを実社会に適用していくと考え

る（図５）。

②思考力を育成する時間の保証

問題解決的な学習過程で，効果的に科学的な思考力を育成するためには，考え

たり，話し合いを行ったりする時間を十分にとる必要がある。しかし，実際には，

問題把握から考察・まとめまでを無理に１単位時間の中に入れてしまい，思考を

練り上げる時間が不足していることが多々あるのではないかと考える。高度な観

察実験では，その時間を確保するために複数時間に問題解決の流れを位置付けて

指導が行われている。思考力を育成においても同様にすることが大切であると考

える。

図５ 科学的な思考力育成の全体構造図



9

③検証授業の実施

【小学校５年「電磁石の性質」】

探究能力：「評価・改善」

到達基準：「まとめあげる力」L-⑤

「電磁石の性質」で，電磁石の性質を生かした

「ものづくり」を行う。この「ものづくり」の計

画を立てる段階で，児童同士で情報交換できる場

を工夫することで「評価・改善」の能力を育成し

ていく。同じような作品を計画している児童でグ

ループをつくり，互いに評価するとともに，友人

の意見を基に計画を見直す。また，製作の途中段

階でも評価の場面を設けて修正を促す。完成後に

簡単な観賞会を設定する。電磁石の性質を基にし

て，具体物である作品を評価し改善していく学習

によって，電磁石に対する理解がより深まる。

３時間扱いで，第１時で計画を立て，その中で

意見交換を行った。これにより，製作途中でも自

主的に友人の作品を参考にして修正するなどの様

子が見られた。

【小学校４年「ものの温度と体積」】

探究能力：「モデル化」

到達基準：「深める力」L-②

「ものの温度と体積」で「水の温度と体積の変

化」の学習において，空気と同じように，水は温

めると体積が増え，冷やすと体積が減ることと体

積変化は空気よりも小さいことを見いださせ，こ

のときの様子をイメージ図を使って自分の考えを

表現させる。このイメージ図は「空気と圧縮」で

導入し，本単元でさらに「モデル化」の能力を育

成していく。ここでは，現象を説明するための重

要なツールとして「モデル化（イメージ図）」を取

り入れ，意見発表に活用させていく。

２時間扱いで，第１時で実験・結果の整理と個

別でのモデル化を行い，第２時でモデル図を基に

した意見交換とまとめを行った。友人の考えを比

較することで，事象に対する理解が深まった。
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【中学校３年「化学変化とイオン」】

探究能力：「実験（観察）・計画」

到達基準：「調べる力」L-⑤

「化学変化とイオン」の「水溶液を区別する」の

学習において，これまでに学習した内容を活用し，

水溶液を同定する実験を行った。「実験（観察）・計

画」の能力を育成するために，少ない手順で水溶液

を無駄にしないで同定することを目的として実験を

行う。条件として，「少ない手順」「試料を無駄にし

ない」の２点を提示したことで，実験計画の重要性

が高まり，意欲的に取り組むことができた。４時間

扱いで，第１時に，各班に水と６種類の水溶液から

ランダムに４種類を与える。用意した６種類の水溶

液を示し，「～だとしたら…である」と予想・仮説

を立てる。この予想・仮説を整理して実験計画を立

てさせた。第２・３時に実験を行い，第４時に発表

会を行い，この過程を報告書（レポート）にまとめ

る。各班で与えられた水溶液が異なるために，学習

過程全般に意欲的であった。

【中学校３年「運動とエネルギー」】

探究能力：「論理的な推論」

到達基準：「深める力」L-⑦

「運動とエネルギー」の力学的エネルギー保存の

学習において，学習課題「ループコースターをきれ

いに一周させるには，どの高さからスタートさせれ

ばよいか」を設定した。生徒は，振り子の運動やＵ

字状レールの実験結果から「スタートと同じ高さま

で上がる」と短絡的に理解していることが多い。こ

れを仮説に用いると成立しない事象としてループコ

ースターを用いる。ループ最高点と同じ高さでは，

１回転することができず，ループ最高点よりも高い

位置からスタートさせる必要があることを実験で見

いだす。鉄球の運動の様子と鉄球の持つ力学的エネ

ルギーを，スタートしてからループを回り終わるま

での過程で検討させる。保存則は成立しており，ル

ープを１回転するためには最高点でも運動エネルギ

ーが０にならないことを考察させる中で，「論理的な

推論」の能力を育成していく。２時間扱いで，第１

時に各班で実験と考察を行う。第２時に意見交換を

し，ループコースターの軌道での位置Ｅと運動Ｅの

変化について事象と照合しながらまとめる。
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【高等学校 生物「発芽と成長の環境応答」】

探究能力：「論理的な推論」

到達基準：「深める力」L-⑦

「発芽と成長の環境応答」の学習において，オー

キシンによる植物体の成長が細胞の伸長成長によっ

て起こることを，データの集計・分析を通して見い

ださせる。これをレポートにまとめる中で「論理的

な推論」の能力を育成していく。異なる濃度のオー

キシンで処理したダイコンの胚軸と胚軸中の細胞の

長径・短径のデータを分析し，植物体の成長と細胞

の伸長を関連させて論述させる。

３時間扱いで，第１時に異なる濃度のオーキシン

処理したダイコンの胚軸の成長を調べる。第２時に，

細胞の測定を行い，胚軸の縦方向の成長が細胞の伸

長によるものであることを見出させる。第３時に，

レポートにまとめる際に，データの処理・提示の仕

方に配慮させ，根拠を明示した考察になるようにさ

せる。

【高等学校 化学「遷移元素の単体と化合物」】

探究能力：「評価・改善」

到達基準：「まとめあげる力」L-⑧

「遷移元素の単体と化合物」の学習において，「金属イオンの分離・確認」を扱い，

総合演習として金属イオンの系統分離を行った。混合試料溶液から，金属イオンの

沈殿反応を利用して分離し，含まれる金属イオンを同定する。複数の金属イオンを

含む水溶液を系統分離する場合は，十分に沈殿できない等があり，結果を総合的に

検討し解釈する必要がある。各班で異なる混合試料溶液を調べた後，発表会を行い，

結論と判断した理由・経過について検討した。この学習の中で「評価・改善」の能

力を育成していく。

２時間扱いで，第２時の後半で発表会を行い，それぞれの班の考察に関して正誤

やその原因について検討し，まとめる。
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６ 研究のまとめ

(1) 科学的な思考力の育成について

科学的な思考力の育成に関して，小学校では，各学年で重点を置いて育成すべ

き問題解決の能力が学習指導要領に明示されているが，中学校・高等学校では，

「結果を分析して解釈する」「結果を分析し解釈して自らの考えを導き出す」と，

理科学習の全体で育成するものとして示されるだけである。科学的な思考力を育

成する授業を展開する上で，身に付けさせたい科学的な思考力を明確にして指導

することが大切である。そのために，身に付けさせる能力をより具体的に設定す

ることが必要だと考える。

「科学的な探究能力」を知識・理解として扱い，顕在化させ，繰り返し活用さ

せる授業を提案する。これにより，指導者が自信をもって科学的な思考力を育成

する授業を意図的に実施することができると考える。１７の「科学的な探究能力」

は，実生活・実社会の中で活用される科学に関する知識としての視点を含めて設

定した。

また，思考力を育成するためには思考を練り上げる時間を確保する必要がある。

しかし，すべての授業で十分な時間を確保することは難しい。効果的に思考力を

育成することができるよう，指導方法の工夫・改善が必要になる。

(2) 学びの連続性について

「科学的な探究能力」は，物化生地等の領域によらない横断的なものであり，

各校種や各学年で共通して指導するものとして設定した。これにより，校種間で

の円滑な接続を意図した系統的な指導が可能になる。

科学的な思考力における「到達基準」を設定し，卒業時に達成すべき目安を明

示することで，上の校種での理科学習にスムースに移行しやすくなる。また，児

童生徒の状況を小・中・高等学校で共通の尺度でみることができる。この「到達

基準」はそれぞれの単元だけのねらいとしてではなく，Level①～⑧の段階的に

設定することで，単元や学年・校種によらずに評価に活用でき，授業改善も期待

できる。

小・中・高等学校の研究協力員が検証授業の相互参観及び研究協議をした際

に，「実際に他の校種の授業を見て驚かされることが多かった」との感想がその

都度出された。授業の相互参観や意見交換が計画的に行われることが望ましいが，

実際に実施することは難しい。高等学校を含めて他の校種での理科学習について

理解を深めることは，円滑な接続を図る上で重要であり，具体的な方策について

検討することが必要である。

(3) 「科学的な思考力の系統表」について

本研究で提案する「科学的な探究能力」と「到達基準」を「実践モデルプログ

ラム」の学習プロセスに当てはめて「科学的な思考力の系統表」としてまとめた。

小・中・高等学校の全ての校種・学年・理科科目で活用することができる。

また，この系統表を理科室等に掲示するなど，児童生徒と共有することにより，

理科学習における科学的な思考力の目標を児童生徒自身が持つようになり，授業

でのねらいを明確に持ち，より能動的・自立的な学習になると期待できる。



Ｌ－① ○
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13 Ｌ－④
○

○

○

Ｌ－⑤
○
○

○

○
○
○

Ｌ－⑥
○
○

○ ○

Ｌ－⑦
○ ○

○
○

○

○

Ｌ－⑧
○

○

○
○

○

○
科学的諸理論や証拠に基づき科学的に調
査できる問題を見いだす

科学的諸理論や証拠に基づき、仮説を立て
る
科学的な計画を立て、観察や測定の不確か
さの程度を判断し、適切な観察・実験を行う

科学的な計画をたて、観察や測定の不確かさ
の程度を判断し、適切な観察・実験を行う

結論までの課題を解決する過程を論理的にまと
める
導き出した結論を批判的思考に基づいて評価す
る

科学的能力（科学的ﾘﾃﾗｼｰ）
（ＰＩＳＡ）

科学的な疑問を認識することと調査を計画すること 科学的な証拠を分析し批判的に解釈し結論することと伝達すること

現象を科学的に記述・説明・予測することと知識を適用すること

到

達

基

準

○

○
○

○
○

自然の事物・現象と科学的な知識や体験と
を関係付けて、科学的に調査できる問題を
見いだす

科学的な知識や経験を根拠に仮説を立てる
科学的な計画を立て、正確なデータが得ら
れる適切な方法で観察・実験を行う

観察・実験の結果を科学的な方法で分析し、
科学的な知識や体験と関連付けて解釈する

結論までの課題を解決する過程をわかりやすくま
とめる
導き出した結論を伝え合い、検証する

自然の事物・現象の中から知識や体験に
基づき、科学的に調査できる問題を見いだ
す

知識や経験を根拠に予想や仮説を立てる
自ら計画を立て、観察・実験する

観察・実験の結果を表やグラフを用いて分析
する
観察・実験の結果（や事象）をモデル化して解
釈する

学習の過程をふりかえり、わかりやすく伝える
学習内容を生活とのかかわりの中で見直す

課題を解決する過程をまとめ、伝え合う
改善点があるか科学的な根拠を基に判断する

知識や経験を根拠に予想や仮説を立てる
自ら計画を立て、正しい方法で観察・実験す
る

観察・実験の結果から規則性や関連性を見い
だす

導き出した結論と社会や生活の事象を関連付け
ながら、多面的・総合的に判断し、伝え合う

自然の事物・現象を見て問題を持つ

○ 予想や仮説を持ち，条件制御を意図した計
画を立て、観察・実験をする

科学的な言葉や概念を使って考察し，表現す
る
観察・実験の条件に目を向けながら結論を導
く

自然の事物・現象を見て問題を見いだす姿
勢が身に付く

科学的な言葉や概念を使って考察し，表現す
る
要因や規則性に目を向けながら結論を導く

自然の事物・現象を見てちがいに気づく

○ 問題について予想や仮説を持ち、観察・実験
をする

正しく記録したり，表やグラフにしたりして，考
察し，表現する
観察・実験をした結果を比較しながら結論を
導く

学習してきたことをふりかえり、感想をもつ
学習内容と生活とのかかわりに気付く

自然の事物・現象を見て疑問を持つ

正しく記録したり，表やグラフにしたりして，
考察し，表現する
観察・実験をした結果を関係付けながら結論
を導く

科学的な思考力 A　科学的な疑問を認識する能力 B　探究の方法を計画し，探究する能力 C　探究の結果を記述・説明・考察する能力
D　科学的な証拠に基づいて解釈し結論付ける
ことと伝え合う能力

科学的な探究能力 疑問・問題
予想・仮説　　　モデル　　実験(観察）・計画

シミュレーション　　条件制御
比較・分類　　モデル化　　表・グラフ化
論理的な推論　　数的処理　　　規則性

結論　　表現（説明・意見交換）　　評価・改善
適用・関連付け　　　（総合的な）判断

科学的な思考力の系統表

学習プロセス（千葉県） 見出す 調べる 深める まとめあげる
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